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１．組織の概要

　１）事業者名及び代表者名

        設　立　　　     ：昭和47年９月

        代表取締役社長   ：金 原 義 訓

        所在地　　　　　 ：〒849－2201　佐賀県　武雄市　北方町大字志久1246

  ２）環境管理責任者及び事務局

        エコアクション21責任者  ： 橋口 正夫

        エコアクション21事務局　： 川崎 親詞、吉川 英文、百武 秀樹、原口 直美

  ３）連絡先

        連絡担当者：橋口　正夫（エコアクション21責任者）

        TEL 　 ： 0954-36-2561

        FAX　  ： 0954-36-2563

        E‐mail： 　uchiwake@orange.ocn.ne.jp

  ４）認証・登録の対象範囲　（当社は全組織、全活動を認証・登録の範囲としています。）

        本　　　社：　〒849－2201　佐賀県　武雄市　北方町大字志久1246

　　　　事業活動　：　建設業（土木工事業、石工事業、ほ装工事業、しゅんせつ工事業、

　　　　　　　　　　　　水道施設工事業、とび・土工工事業）、産業廃棄物収集運搬業

  ５）事業活動の内容

       【特定建設業】

         許可番号            ：佐賀県知事（特-28）第2341号

         許可の有効年月日    ：令和3年9月27日～令和8年9月26日

         建設業の種類　　　　：土木工事業、石工事業、ほ装工事業、しゅんせつ工事業、

　　　　 　水道施設工事業

       【一般建設業】

         許可番号            ：佐賀県知事（般-28）第2341号

         許可の有効年月日    ：令和3年9月27日～令和8年9月26日

         建設業の種類　　　　：とび・土工工事業

       【産業廃棄物収集運搬業】

         許可番号            ：佐賀県知事　04107131107

         許可の有効年月日    ：令和4年5月7日～令和9年5月6日 （令和4年5月更新予定）

金属くず及びガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず（自動車

等破砕物を除く。）以上13種類（石綿含有産業廃棄物を含む。）

         運搬車輌の種類と台数：10tダンプトラック　　5台

（事業年度は7月～翌年6月とします。）

項目 単位 2020年度 2021年度 2022年度

売上高 百万円 350 935 341

従業員数 人 28 28 28

床面積 ㎡ 498 498 498

受託した産業廃棄
物収集運搬量（4月

～翌年3月）
ｔ 1861.1 1751.9 412

　　　　　　　　備考：上記運搬量は他社から受託した産業廃棄物の収集運搬量を記載しています。
　　　産業廃棄物処理料金は、廃棄物の種類・量・距離により異なりますので、お気軽にお問合せ下さい。

　　　　株式会社 内分組

         積替え・保管        ：なし

         産業廃棄物の種類：燃え殻、汚泥、廃油、紙くず、木くず、繊維くず、鉱さい、

         　　　　　　動植物性残さ、がれき類及びばいじん並びに廃プラステック類、

　６）事業規模

        資本金　　    　 ：3500万円
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　　株式会社　内分組は、自然環境において地球温暖化防止が

　　最重要課題であることを認識し、業務活動において

　　の行動に努め社員一丸となって取り組みます。

　　　 1.当社は、土木工事業活動を通じて、環境経営マネジメントを構築し、環境経営目標・　

　　　　　環境経営計画を定め継続的な改善に取り組みます。

       2.関連する環境の法規制を遵守すると共に、行政機関・団体・地域等の要請に協力

         します。

　　　 3.土木工事業において環境に与える影響を削減するため、次の事項に対して優先的

　　　　 に取り組みます。

　　　　　　　　①二酸化炭素排出量の削減

　　　　　　　　　（設備運転・空調・車輌管理等による、電気使用量・燃料使用量の削減）

　　　　　　　　②事業活動により排出される一般及び産業廃棄物の削減・リサイクル

　　　　　　　　③節水活動による水使用量の削減

　　　　　　　　④化学物質の適正管理

　　　　　　　　⑤グリーン購入の促進

       4.環境保全活動を推進し、地域での社会貢献活動に努めます。

　　　 5.この環境経営方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：2012年 2月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：2017年 4月 1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：2019年12月 1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　　　内　分　組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　金 原 義 訓

環 境 経 営 方 針

『自然環境に負荷をかけない・自然を次世代に』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：2009年12月10日
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3．環境経営目標　【2022年度～2024年度】
　　当社の環境経営目標は、2019～2021年度の実績値の平均を基準値として、

　毎年１％ずつ削減し３年間で３％削減します。

【事務所及び現場の合算の環境経営目標】　

１％削減 ２％削減 ３％削減

全社二酸化炭素排出
量の削減 716,207 ｋg-CO2 709,045 701,883 694,721

電気使用量の削減 13,431 ｋWh 13,297 13,162 13,028

ガソリン使用量の削減 8,799 L 8,711 8,623 8,535
軽油使用量の削減 264,445 L 261,801 259,156 256,512
灯油使用量の削減 2,668 L 2,641 2,615 2,588

建設廃棄物の削減 166.9 t 165.2 163.6 161.9

一般廃棄物の削減 0.500 t 0.495 0.490 0.485

水資源使用量の削減 345.3 t 341.8 338.3 334.9

グリーン購入の推進（事
務所で一括購入）

12 品目/年 12 12 12

本業におけるエコ活
動(全社）

環境への配慮の為の活動及
び建設資材のエコ商品購入
の推進、工事発注に伴い考
案し提案を行う。

件/年 2 2 2

地域のボランティア
活動(全社にて)

毎年継続実施中 回/年

※ 購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は九州電力、2020年度0.479(kg-CO2/kWh)で計算しています。

【事務所の環境経営目標】

二酸化炭素排出量の
削減 13,153 ｋg-CO2 13,021 12,890 12,758

電気使用量の削減 13,364 ｋWh 13,230 13,097 12,963

ガソリン使用量の削減 222 L 220 218 215

軽油使用量の削減 0 L 0.0 0.0 0.0

灯油使用量の削減 2,494 L 2,469 2,444 2,419

一般廃棄物の削減 0.339 ｔ 0.336 0.332 0.329

水資源使用量の削減 344.3 ｔ 340.9 337 334

【現場の環境経営目標】　

二酸化炭素排出量の
削減 703054 ｋg-CO2 696,023 688,993 681,962

電気使用量の削減 67 ｋWh 66 66 65

ガソリン使用量の削減 8,577 L 8,491 8,405 8,320

軽油使用量の削減 264,445 L 261,801 259,156 256,512

灯油使用量の削減 174 L 172 171 169

建設廃棄物の削減 166.9 ｔ 165.2 163.6 161.9

一般廃棄物の削減 0.161 ｔ 0.1594 0.1578 0.1562

水資源使用量の削減 0.95 ｔ 0.94 0.93 0.92

　　　　　基準値より→

年２回を継続する。

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

単位 2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

単位 2022年度目標

2024年度目標

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

2023年度目標 2024年度目標

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

単位 2022年度目標 2023年度目標
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４．主要な環境経営計画の内容 【2020年度～2023年】
　　　　・当社は、事業活動における環境への負荷を低減するために、以下の通り活動を実施していきます。
　　　　・その達成状況や活動の実施状況を定期的にEA-21委員会にてフォローしています。

　　　　１）電力使用量の削減
① 未使用時の電気消灯の徹底
② 電力不要時の負荷遮断
③ 節電シール等の表示
④ 昼休みの消灯

２）燃料使用量の削減
③   車両の燃料使用量と走行距離のチェック
④   現場車両の必要最小限化の検討、実施
⑤   車両の新旧入れ替え

　　　３）廃棄物の削減
①   廃棄物分別の徹底
②   残余資材のリユース、リサイクル化の徹底
③   排出量の管理
④   コピー用紙の両面使用の呼びかけ

現場事務所 事務所
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　　　４）水資源使用量の削減
①  節水シール等の表示
②  漏洩の点検
③  洗車時の雨水の使用（雨水タンク設置）

　　　５）グリーン購入の推進
　　　　購入するグリーン購入品を選定し、選定した商品を確実に購入することを目標とした。

①  購入エコ商品の調査・選定
②  選定したエコ商品への切替

　　　６）環境保全活動の実施
　　「環境への取組の自己チェック」の結果から、活動計画を策定し、その計画に基づいて活動
　　　を実施とした。

①     社内安全会議等による教育訓練の実施
②     現場パトロールの実施
③     全従業員による奉仕活動の実施

　　　　　　朝礼時の情報の周知状況

　　　　　現環境パトロール（建設機械の点検） 　　　2022年河川除草に伴い隣接箇所の除草奉仕作業

社内エコアクション環境活動推進大会
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　　社員による空き缶、ゴミ拾い等の奉仕活動 河川のゴミ収集

　　　7）本業におけるエコ活動の推進

本業におけるエコ活動を2011年度より活動計画の中に取り入れ行うものとした。
本業は、土木建設業であり、主にダンプトラック、建設機械を使用し顧客の要望する施設等を

顧客の規格に基づき建設することであるが、2022年度～2024年度に向けては建設資材の

エコ商品の導入を行い、グリーン購買に力を入れる事によりエコ活動の推進をしている。
今後更に建設機械の省エネ・低騒音・低振動型への切り替え並びに工事における建設副産物の
低減のための提案等を推進していく。

排ガス対策機

運搬時の塵粉対策
運搬路の散水
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5.実施体制
承認 作成

2022/4/1 2022/4/1

　　 2012年　　 １月　28日 改定
　　 2017年　　 4月　 1日 改定
　　 2019年　　 4月　 1日 改定

《役割》
社長 ・EA-２１の責任者任命

・環境経営方針の策定
・経営資源の準備
・代表者による全体の評価と見直し
・環境経営活動レポートの承認
・環境経営目標及び環境経営計画の承認

《役割》
常　務 ・EA-21システムの確立、実施推進、維持管理への指導

・環境への負荷および取り組みへの自己チェックの実施
・環境経営目標及び環境経営計画の策定
・環境経営レポートの承認
・EA-21に関する実績把握と報告
・環境マニュアルの作成

《役割》
金原　義訓
橋口　正夫
川崎　親詞
吉川　英文 ・EA-２１に関する審議

《役割》
・EA－２１責任者の補佐業務
・環境関連法規取りまとめ及び遵守状況の確認
・環境文書及び記録の作成管理
・その他EA-２１に関する業務
・教育、訓練計画の策定の実施

本社 土木部
責任者 責任者 吉川　英文

《役割》 《役割》

・問題点の是正処置 ・問題点の是正処置

EA-21責任者

株式会社　　内分組

制　改　訂　履　歴
２００９年　１２月　１１日　制訂

代表者

金原義訓

原口　直美

橋口　正夫

EA－２１　委員会
委員長：社長 ・環境経営目標及び

環境経営計画の結
果確認

EA－２１責任者
事務所部門責任者
現場部門責任者

EA－２１　事務局
川崎　親詞
吉川　英文
橋口由美子

百武　英樹

事業所 現場担当部門

　川崎　親詞

・環境経営計画の実施 ・環境経営計画の実施

EA-２１推進組織図

金原 橋口



6．環境経営目標の実績とその評価【期間2022年度（１月～12月）】
　環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。
   当社の環境経営目標は、2019～2021年度の実績値の平均を基準値として
毎年１％ずつ削減し３年間で３％削減する計画です。

【事務所及び現場合算の環境経営目標に対する実績】

2022年度 2022年度 達成率 評価

目標値 実績値 目標値/実績値（％）

全社二酸化炭素排出
量の削減

kg-CO2 709,045 437,292 162.1% 〇

電気使用量の削減 ｋWｈ 13,297 13,380 99.4% 〇
ガソリン使用量の削減 L 8,711 8,006 108.8% 〇
軽油使用量の削減 L 260,801 211,541 123.3% 〇
灯油使用量の削減 L 5,485 951 576.8% 〇

建設廃棄物の削減 ｔ 165.2 131.9 125.3% 〇

一般廃棄物の削減 ｔ 0.495 0.495 100.0% 〇
水資源使用量の削減

（上水）
㎥ 341.8 348.8 98.0% 〇

グリーン購入の推進
（事務所で一括購入）

品目 12 12 100.0% 〇

本業におけるエコ活
動

環境への配慮の為の
活動または購入、提
案件数

2 2 100.0% 〇

地域のボランティア
活動(全社にて)

年２回を継続す
る。

2 2 100.0% 〇

【事務所の環境経営目標に対する実績】

2022年度 2022年度 達成率 評価

目標値 実績値 目標値/実績値（％）

二酸化炭素排出量の
削減

kg-CO2 13,022 8,943 145.6% 〇

電気使用量の削減 ｋWｈ 13,230.4 13,348 99.1% 〇

ガソリン使用量の削減 L 220 162 135.8% 〇

軽油使用量の削減 L 0 0 - 評価の対象としない

灯油使用量の削減 L 2,469 873 282.8% 〇

一般廃棄物の削減 ｔ 0.336 0.345 97.4% 〇

水資源使用量の削減
（上水）

㎥ 340.9 348.0 98.0% 〇

【現場の環境経営目標に対する実績】

2022年度 2022年度 達成率 評価

目標値 実績値 目標値/実績値（％）

二酸化炭素排出量の
削減

kg-CO2 696,024 428,349 162.5% 〇

電気使用量の削減 ｋWｈ 66.3 32 207.2% 〇

ガソリン使用量の削減 L 8,491 7,844 108.2% 〇

軽油使用量の削減 L 260,801 211,541 123.3% 〇

灯油使用量の削減 L 172 78 220.5% 〇

建設廃棄物の削減 ｔ 165.23 131.9 125.3% 〇

一般廃棄物の削減 ｔ 0.159 0.150 106.0% 〇

水資源使用量の削減 ㎥ 0.94 0.79 119.0% 〇

※　目標達成率：削減目標：（目標/実績）×100　、改善目標：（実績/目標）×100

※　評価判定は９7％以上は○　90％以上～97％未満は△　　90％未満は×

項　目 単位

項　目 単位

備考；購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は九州電力、2020年度0.479(kg-CO2/kWh)で計算しています。

項　目 単位

10



7． 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境活動の取組結果においては、現状の社内環境に伴い環境活動の数値目標を改善さ

せたので社内目標と達成率に極端な差がなく無理をしない取り組み結果になってきた。

削減努力をしているものの、まだ目標値と結果に開きがある項目があるので見直しを

行い出来るだけ事業環境に伴う適正な評価目標を立てていきたい。

以下に、2022年1月から12月迄の結果とその評価、今後の取組内容を記載する。

１）電力使用量の削減

2022年度は主に不必要な電力削減、クーラー時間の短縮を行い節電等に務めてきたが、冬場の

ヒーターも兼務で使用したので僅か未達成となった。来期も節電に取組んでいく。

（目標は基準値の1％削減である。）

電力使用量 基準値 2022年度目標 2022年度実績

kWh 13,431 13,297 13,380

２）燃料使用量の削減

・ガソリンについては昨期の遠方営業がなく、現場も近い場所が多かったので使用量に
　伴う実績数字であり、乗り合わせ移動による削減努力は評価できる。
・軽油についてエコドライブ等による削減努力はされていたが、10ｔダンプの1台が半年
　近く稼働していないのと全体として建設機械の稼働率も悪かったの下記使用量となった。
・灯油については目標達成はしているが、新しくヒーター兼クーラーを入れ替えたので
　事務所でのストーブ灯油使用量が大幅に減ったので目標の改善余地がある。

（目標は基準値の1％削減である。）

ガソリン使用量 基準値 2022年度目標 2022年度実績

L 8,799 8,711 8,006

軽油使用量 基準値 2022年度目標 2022年度実績

L 264,445 261,801 211,541

灯油使用量 基準値 2022年度目標 2022年度実績

L 2,668 2,641 951

３）廃棄物の削減とリサイクル化
・建設廃棄物については、公共工事においては目標達成、未達成よりもその後の処理が重要であり、
　廃棄物管理、発注者との打ち合わせが出来ているので問題はない。
　建設廃棄物発生時は、マニフェストで適切な管理を行っていくようにしている。
　また建設廃棄物の中でも再利用等が出来る物があれば、発注者と協議を行い再資源として
　利用頻度を高めて廃棄処理削減につとめていきたい。
・また、一般廃棄物のコピー用紙の再利用、ノンペーパーにより」ＣＤに焼き付つけによる紙書類の
　提出等により一般廃棄物の削減に努力していきたい。

（目標は基準値の1％削減である。）

基準値 2022年度目標 2022年度実績

166.9 165.2 131.9

基準値 2021年度目標 2021年度実績

0.5 0.495 0.535

建設廃棄物の
削減（ｔ）

一般廃棄物の
削減（ｔ）

評　価
目標は未達成であるが分別等は確実に
行われ廃棄されている。今後も分別を
徹底していく。

評　価

分別を徹底し、マニフェスト管理を実
施している。今後も継続していく。

目標は達成であるがまだまだ事務所、
現場とも使用環境変化に伴う目標見直
しが必要である

達成はしているが、10ｔダンプの稼働理に
比例してしていると思われる。エコドライ
ブによる削減努力は評価したい。

削減努力は行われているので需要に伴
う必要量だと思う

評　価
わずかながら未達成であるが、不必要な箇
所の消灯を行い、電力削減に努めてきた事
は良評価に値すると思う。

評　価

評　価

評　価
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４）水資源使用量の削減

・2022年も削減努力している。雨水用の貯水タンク（ドラム缶）修理等を行い

　洗車等を行っているもで目標に近い数字となっているが、10ｔダンプの未稼働も多かった

　ので手放しでは喜べない。

　を継続していきたい。

（目標は基準値の1％削減である。）

基準値 2022年度目標 2022年度実績

345.28 341.8 348.0

５）グリーン購入の推進

・エコアクション21の活動を行いグリーン購入をする商品の選定にあたって調査した

　結果に基づき、日用品のリストを作成しエコマークを確認して購入したことで

　目標を達成した。2022年度も12品目以上をエコ商品に切り替え購入をおこなった。

・現場においては指定がない限りエコ対象商品の物品購入を発注者へも提案して

  いきたい。次年度もグリーン購入の推進に積極的に取り組んでいく。

６）環境保全活動の実施

・月1回の現場パトロールを確実に実施できているが、最近は現場にゴミ等が無くなり

　一般廃棄物等の分別が出来ているので、継続して環境に対する教育指導をして行いたい。

･また、現場がない月は事務所内のパーロールにて指導を行っていきたい.

・教育・指導については現場での廃棄物廃棄方法、節電、燃料等の使用について、

　次年度も現場作業員に教育し、エコアクション意識の向上を図る。

2022年度目標 2022年度実績

12回 12回

・奉仕活動については、全従業員朝6時30分集合にて、5月には会社周りの、ゴミ等　拾いを9月には

　河川除草工事に伴い、地域貢献として隣接地域の道路の除草作業を行い付近住民にも世論でもらった。

・参加した従業員も不満の声も無く大変有意義で環境に対しての意識も高くなると評価しています。

　次年度も活動を継続じていきます。

2022年度目標 2022年度実績

2回 2回

７）本業におけるエコ活動

・当社は建設業であるので、本業では建設機械や、ダンプトラック等を使用した

　中でのエコ活動が主体である。その中でも中心になるのは、燃料の削減が一番

　のエコ活動と考える。

・2022年度も第三次排ガス規制機への建設機械使用への対応、燃料効率の悪い

　ダンプトラック等の入れ替え行った。

・事務所の照明も電力消費の少ないＬＥＤにすべて切り替え、電力使用量の削減に

　取り組みを行っている。

・また、2022年度も現場作業車の燃料を効率的にする為に出来る限り最小台数にて
　現場へ向かう指導を行っていきたい。

　2022年度も事務所・現場共にの上水道使用量について削減努力方法を考えながらの指導

水資源使用量
の削減　㎥

現場環境
パトロール実施

月1回の実施

奉仕活動の実施 年2回の実施

評　価

評　価

評　価

良かったと思う

よく実施されている

10ｔダンプトラックの1洗車当たりの水
使用量等を計測して、節水に努めた削
減努力を行いたい。
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８．今後の環境経営目標　【2022年度～2024年度】
　　当社の環境経営目標は、2019～2021年度の実績値の平均を基準値として、

　毎年１％ずつ削減し３年間で３％削減します。

【事務所及び現場の合算の環境経営目標】　

１％削減 ２％削減 ３％削減

全社二酸化炭素排出
量の削減　(参考） 716,207 ｋg-CO2 709,045 701,883 694,721

電気使用量の削減 13,431 ｋWh 13,297 13,162 13,028

ガソリン使用量の削減 8,799 L 8,711 8,623 8,535
軽油使用量の削減 264,445 L 261,801 259,156 256,512
灯油使用量の削減 2,668 L 2,641 2,615 2,588

建設廃棄物の削減 166.9 t 165.2 163.6 161.9

一般廃棄物の削減 0.500 t 0.495 0.490 0.485

水資源使用量の削減 345.3 m3 341.8 338.4 334.9

グリーン購入の推進（事
務所で一括購入）

12 品目/年 12 12 12

本業におけるエコ活
動(全社）

環境への配慮の為の活動及
び建設資材のエコ商品購入
の推進、工事発注に伴い考
案し提案を行う。

件/年 2 2 2

地域のボランティア
活動(全社にて)

毎年継続実施中 回/年

※ 購入電力の調整後二酸化炭素排出係数は九州電力、2020年度0.479(kg-CO2/kWh)で計算しています。

【事務所の環境経営目標】

二酸化炭素排出量の
削減 13,153 ｋg-CO2 13,021 12,890 12,758

電気使用量の削減 13,364 ｋWh 13,230 13,097 12,963

ガソリン使用量の削減 222 L 220 218 215

灯油使用量の削減 2,494 L 2,469 2,444 2,419

一般廃棄物の削減 0.339 L 0.336 0.332 0.329

水資源使用量の削減 344.3 m3 340.9 337 334

【現場の環境経営目標】　

二酸化炭素排出量の
削減 703054 ｋg-CO2 696,023 688,993 681,962

電気使用量の削減 67.0 ｋWh 66.3 65.7 65.0

ガソリン使用量の削減 8,577 L 8,491 8,405 8,320

軽油使用量の削減 264,445 L 261,801 259,156 256,512

灯油使用量の削減 174 L 172 171 169

建設廃棄物の削減 166.9 ｔ 165.2 163.6 161.9

一般廃棄物の削減 0.161 ｔ 0.159 0.158 0.156

水資源使用量の削減 0.95 m3 0.94 0.93 0.92

　　　　　基準値より→

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

単位 2022年度目標

2024年度目標

2024年度目標

年２回を継続する。

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

単位 2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

2023年度目標

項目
基準値

2019～2021年
実績の平均値

単位 2022年度目標 2023年度目標
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９.今後の主要な環境経営計画の実施内容

全体責任者：環境管理責任者

６. 本業におけるエ活
動
　　　　(全社）

①環境への配慮の為の活動、騒音･振動の抑制

⑤工事における建設副産物の低減のための提案等の推進

７．地域のボランティア
　　　活動(全社にて)

毎年継続実施中 ①可能な限り全員参加する。

年２回を継続する。

（4） 10ｔダンプ洗車時の洗車水の指導 ① 洗車時の1台当たりの洗車水使用量測定し、節水意識を高める。

（3） 洗車時の雨水の使用 ① 洗車・清掃時に積極的に雨水を使用する。

環境への配慮の為の活動及び建設資材のエコ商
品購入の推進、工事発注に伴い考案し提案を行

う。

②顧客への積極的なエコ資材採用の提案

④建設資材のエコ商品の導入を行い、グリーン購買に力を入れる事。

③建設機械の省エネ・低騒音・低振動型への切り替え

（4） コピー用紙の両面使用の呼びかけ ① 重要書類以外の書類については廃棄せず『裏紙BOX』へ保管している
② 社内作業記録書等については裏紙を優先的に使用している

（1） 節水コマの設置 ① 節水コマが設置されている

（2） 漏洩の点検 ① 定期的に漏洩の確認をする

① 分別用のボックス設置
② 廃棄物のリユース、リサイクル積極的活用

（2） 残余資材のリユース、リサイクル化の徹底 ① 残余資材の積極的なリユース、リサイクル化の実施

（3） 排出量の管理 ① マニフェスト記入(産業廃棄物）

５. グリーン製品の使用 （1） 利用可能なエコ製品の調査・選定 ① 事務所・現場の機械・機材・消耗品等の購入時、エコ製品を優先的に購入
している

（2） エコ商品への切替 ① 利用可能なエコ製品のリストが作成されている

４. 水資源使用量の削
減

2. 燃料使用量の削減
　　（ＣＯ２の削減）

（1） アイドリングストップの徹底
　　＜社用車燃料削減＞

① 社用車使用時に無駄なアイドリングをおこなっていない
② 荷物積込み及び荷降ろし時にエンジンをストップしている
③ 急発進・急加速の禁止

（2） 効率の良い配車スケジュールの検討実施
　　＜社用車燃料削減＞

① 指定運搬路でない場合は安全を含めた最短運搬路の検討を行う。

（3） 車両の燃料使用量と走行距離のチェック ① 記録表記入による管理

（4） 現場車両の必要最小限化の検討、実施 ① 事務所に現場車の配置版を設置して配車管理者の指示に従わせる。

（5） デジタルタコメーターの検討 ① 対象車両導入時のデジタルタコメーター検討

（6） 冬場ストーブ使用時室内温度を適温での管
理

① 温度計が設置されている
② 適切な温度に調節する為、こまめに火力の調整をしている

3. 廃棄物の削減 （1） 廃棄物の分別徹底

目標 活動実施項目 取組事項

１．電気使用量削減
　　（ＣＯ２の削減）

（1） 未使用区域の電気消灯徹底 ① 長時間及び休憩時間等の消灯が行われている
② 消灯しても支障のない電気が消灯行われている

（2） 電力不要時の負荷遮断 ① 電灯スイッチ付近に未使用時の電源OFFが表記されている
② 空調機関連のスイッチ付近に未使用時電源OFFが記載されている

（3） 節電シール等の表示 ① 電灯スイッチ付近に未使用時の電源OFFが表記されている
② 空調機関連のスイッチ付近に未使用時電源OFFが記載されている

（5） パソコン等のオート電源オフ使用 ① パソコンの設定がオート電源オフ設定になっているか（約1時間）



1０．環境関連法規制などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

１）当社に関連する主な法規制と遵守状況

自動車所有者

「オフロード法」
排出ガスの排出量の抑制 排ガス対策機の証明書類及び機械に

添付されているシールにより確認排気ガスの排出量の抑制

消防法 危険物の貯蔵・取扱の基準
危険物の免許所持者及び記録事務
者が貯蔵量の管理、取り扱いを管理。

建設リサイクル法

知事への登録　技術管理者の選任 建設業の許可確認済

建設業を営む者の責務
費用をはじき出し低コストに努めてい
る。

分別解体等実施義務 分解解体に努めていた。

対象建設工事の届出に係る事項の説
明等

施工計画書時に提出をしていた。

対象建設工事の請負契約に係る書面
の記載事項

提出されていた。

再資源化等実施義務 守られている。

発注者への報告等 行われている。

「特定家庭用機器再商品化法（家電
リサイクル法）

関係者の責務 電気店にリサイクル料金を支払い引き
取ってもらっていた。

対象品目機種

使用済自動車の再資源化等に関する
法律（自動車リサイクル法）

廃棄時に、指定業者に依頼（リサイクル
券）、守られている。再資源化等預託金の預託

「指定副産物利用促進省令」

指定副産物　「再生資源利用計画」の
作成

作成されて保管されている。

指定副産物　再生資源利用の促進の
原則

再生クラッシャーラン等の使用。建設発
生土の埋戻し流用材としての再利用を
行っている。

資源の有効な利用の促進に関する法
律（リサイクル法）

事業者の責務　(資源の有効な利用の
確保)

コンクリートガラ、ASガラ等中間処理場
にだし再生に勤めている。

「再生資源利用省令」

特定再利用業種　再生資源利用の原
則

再生クラッシャーラン等の使用。建設発
生土の埋戻し流用材としての再利用を
行っている。

特定再利用業種　「再生資源利用促
進計画」の作成

作成されて保管されている。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

地方公共団体への協力
市の指定業者へ曜日を決めて出してい

る。一般廃棄物処理の委託

産業廃棄物処理の委託　委託の基準
所定の契約を行い、委託運搬、処分を
行っている。

守られている。
産業廃棄物管理表（マニフェスト） 守られている。

産業廃棄物の収集、運搬、処分等の
基準

守られている。

管理票交付者の報告書 守られている。

振動規制法
規制基準遵守義務 当社に該当する振動等を調べ遵守。

特定建設作業の実施の届出 届けでのある作業はなかった。

法令等 適用条項等 順守状況

騒音規制法
規制基準遵守義務 当社に該当する騒音等を調べ遵守。
特定建設作業の実施の届出 届けでのある作業はなかった。
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※ 当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、法令や条例等の違反は有りません

  でした。　尚、関係当局からの違反等による指摘等も過去3年間ありません。

2022年　4月 28日

エコアクション21責任者　　橋口正夫
１１．代表者による全体評価と見直し・指示

≪２０２２年度の全体評価≫

・環境経営方針については2017年度ガイドラインを基に今後も現在の方針を継続していく事。

・燃料使用量の削減についてはガソリンは削減努力にともなった結果になっていると思うが、灯油は電気ヒーター

　により冬場のストーブによる使用量の減少が大きいと思われるので、もう少し使用環境にともなった

　目標を立て、より良い削減努力の継続的改善が出来るようにしたい。

・水使用量については2022年度は適切な目標になったと思うがまだ削減努力が見えてこないのでもっと具体的

　な削減努力に取り組むようにした。

≪主な実施活動≫における代表者の評価と見直し

・ダンプトラックの雨水使用による水道水の削減。・・・10ｔダンプトラックの洗車時の水使用量の管理に力を入れて

　継続改善にしたい。

・節水コマ等の表示による節水努力。・・・・・・・・・意識向上に効果上がっている。

・電力使用量について事務所の照明器具をＬＥＤに交換し明るくなり良かったが、冬場の暖をストーブから電気ヒーター

　に替える事により灯油の使用量は激減したが電力使用量は増えてきているので注意していきたい。

・空調設備の温度調整・・・　前年度に比べ少しクーラー等の冷房設備に頼る傾向が見受けられる　

　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　ので、意識向上に務めるよう注意して欲しい。

・ダンプトラック等のエコドライブ運動実施。・・・・・・エコドライブは十分行えているので継続して指導していきたい。

・廃棄物の分別。　・・・・・・・・・・・・・・　事業所での分別は良く出来ていると思うので継続していきたい。

・空き缶拾い等の奉仕活動、その他・・・廃棄物のポイ捨て行為をなくし、エコ意識向上の為にも継続していきたい。

≪今後の方向≫

・全社員の環境に関する意識は確実に向上してきていると思うが、近年の燃料費高騰ともないなお一層の

　燃料使用量の削減が必要と思われるので、今後も 社員一丸となって環境経営方針に沿った削減努力をしていきたい。

・また、グリーン購入等にも力をいれていきたい。

2023年　4月　28日

株式会社　内分組

代表取締役　金原　義訓

（社）杵島建設業協会
災害時における応急対策に関する協
定書

令和4年度協定を結び訓練等にも参加
している。

改正フロン排出抑制法 エアコンの簡易点検及び記録の保存 適切に遵守

佐賀県環境基本条例 事業者の責務 環境保全に努めている。

佐賀県環境の保全と創造に関する条
例

県民と事業者の責務
市町村等の除草作業等に率先して協
力。

揚水施設の設置届出 該当なし

条例等 適用条項等 順守状況
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